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本編は学位規則（昭和 28 年 4 月 1 日文部省令第 9 号）第 8 条の規定に

よる公表を目的として、令和３年度に本学において博士（音楽学）および

博士（音楽）の学位を授与した者の論文内容の要旨および論文審査の結果

の要旨を収録したものである。 
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論 文 要 旨 

 

本研究は、社会学や経済学などの分野で幅広く用いられているソーシャル・キャピタル

論が吹奏楽の活動を活性化させるための要因となりうることを究明するものである。音楽

活動をソーシャル・キャピタルの視点で分析することが可能であることを検証するととも

に、活動を活性化する方策の探究を試みた。本研究は文献及び調査によるものであり、調

査に際しては質的及び量的研究の双方を実施し、それぞれの分析結果を総合的に考察した。 

本論文は、序論、本論５章、結論の３つの部分により構成されている。 

序論においては、吹奏楽の活動の現状と問題点を整理したのち、研究の目的、方法など

を述べた。 

第 1 章では、文献研究を通してソーシャル・キャピタル論の発展の経緯、定義、内容に

ついて概観した。 

第２章では、教育分野におけるソーシャル・キャピタルの概念を整理した後、教育を取

り巻く９つのソーシャル・キャピタルの次元の存在について考察した。教育現場における

ソーシャル・キャピタルの構成要素の「態様」の例を挙げ、教育に及ぼす効果及び教育分

野においてソーシャル・キャピタルを醸成する過程が明らかになった。 

第３章では、吹奏楽の活動とソーシャル・キャピタルの関与性について分析した。教育

分野における９つの次元を吹奏楽の活動の場面に対応させて13の次元に細分化し具体化し

た後、吹奏楽の活動におけるソーシャル・キャピタルの構成要素と形態に関する例を挙げ

て述べた。 

第４章では、具体的な音楽教育活動を抽出し、本研究において着目することとした K 高
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等学校吹奏楽部の活動場面に焦点をあて、山﨑（2008）の著書に基づいて、ソーシャル・

キャピタルの視点に基づく分析を試みた。 

第５章では、第４章までの理論的な分析と考察を通して得られた結果の科学性と客観性

をより確実なものとするために、参与観察、量的調査、面接調査の３つの調査の実施を通

して研究を進めた。参与観察では、吹奏楽部の活動を観察し、得られたデータを M-GTA

により分析した。量的調査では、参与観察の結果を再度検証し、結果を補強するために共

分散構造分析と探索的因子分析を行った。面接調査では、参与観察と量的調査から得られ

た結果を深化し補強するために生徒の発言を抽出して分析した。 

以上の研究を経て以下の結論に至った。 

吹奏楽部における 13 の次元の中で、K 高等学校吹奏楽部には９つの次元のソーシャル・

キャピタルが存在しており、「ソーシャル・キャピタルの視点で吹奏楽部の活動を分析す

ることが可能であり、吹奏楽部の活動にはソーシャル・キャピタルが既に存在している」

という仮説は部分的に採択されたことにより、音楽活動におけるソーシャル・キャピタル

の存在を確認することができた。 

参与観察、量的調査及び面接調査を通して明らかになったことにより、音楽活動におけ

るソーシャル・キャピタルの形成及び活動の活性化を促す要素を10点提示した上で、露口

（2016b）の言説と関連付けた場合、音楽活動の活性化の方策を以下の３点を提示すること

が可能である。 

第１に、音楽活動の活性化ための「構造づくり」である。活動の運営者あるいは指導者

は、活動のうちに存在する９つの次元の中で、人々や団体、地域との関わりを持たせ、社

交・対話交流の機会がある「ネットワーク」を作り、校内での活動のみならず、部員の家

族や関わりのある様々な人々、ならびに団体や地域との連携が必要である。 

第２に、音楽活動の活性化ための「活動づくり」である。人々が参加したい、関わりた

いとする活動であり、加えて、同じ目標と活動に対する思いがあることが必須である。な

おかつ、魅力に満ち、質の高い、説得力のある活動を醸成されるために、日々の練習のモ

ティベーションやシステマティックな練習方法の構築が重要である。活動を支え、指導を

行う際には音楽表現の追求ならびに生徒の人間的な成長も重要視する。さらに、生徒自身

が自分にとって何を獲得できるか、何のために活動しているか、他者に何を与えたいかに

ついて意識し、人々が力を合わせて行動し、その中で「互酬性」の規範を高めていく必要

がある。 

第３に、音楽活動の活性化ための「関係づくり」である。音楽活動の９つの次元に関わ

る人々、団体や地域の間に、他者への理解や対人関係の形成・保持・向上するための知識

や能力を獲得し、音楽活動を行うことで「信頼」を高めることが必要である。 

本論文では、ソーシャル・キャピタル論に基づき、理論分析及び客観性のある調査方法

を通して音楽活動を活性化させるための新たな視点を提示した。ただし、特定の高校の吹

奏楽部を対象とする事例研究であり、そのことが本研究の限界と認められる。今後、ソー

シャル・キャピタルの視点でより多様な音楽教育活動の分析を進め、ソーシャル・キャピ

タルの存在の確認と音楽教育におけるその有用性を検証する。 
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論文審査結果の要旨 

 

申請者の論文は、高等学校吹奏楽部の活動の活性化に向けた方策をソーシャル・キ 

ャピタル論の視座から探究したものである。「ソーシャル・キャピタル」はアメリカ 

の政治学者 R.パットナムが明らかにした新しい概念であり、人と人の関係性や繋がり 

を資源として捉え評価するという特徴から、政治学、社会学、心理学、経済学などの 

様々な分野で注目されている。人の絆の重要性が認識されている現代にとって、時宣 

を得た研究であるといえる。 

 本研究において評価できる点は以下の通りである。 

 第一にソーシャル・キャピタルの概念を音楽教育の分野に用いた研究は、国内では 

これまでに存在せず、この分野における先駆的な研究であること。 

 第二にソーシャル・キャピタルそのものの概念について、「既往研究におけるソー 

シャル・キャピタルの各定義」や「ソーシャル・キャピタルの諸形態」など、先行研 

究をもとに独自に整理、分類し体系化したこと。 

 第三に、ソーシャル・キャピタルの理論を吹奏楽部の活動の場面に対応させ、13の 

次元に細分化することを提言し、３つの形態を示した点が独創的であること。 

第四に、音楽活動におけるソーシャル・キャピタルの検証のために、ある公立の高 

等学校吹奏楽部を対象として、参与観察、量的調査、質的調査の３つの手法を取り上 

げることにより、相互補完的な分析や考察を行ったこと。 

調査及び検証を通して、音楽団体活動の活性化をもたらすソーシャル・キャピタル 

の形成に必要な要素を明らかにし、「構造づくり」には「ネットワークづくり」が、 

「活動づくり」には「部活動そのものの内容の充実」が、そして「関係づくり」には、 

「他者の理解や対人関係の形成・保持・向上」が必要であると結論づけるに至った。 

今後の課題としては、序論で「問題の所在」として指摘した競技性の追求や教師の 

多忙な状況が指導に及ぼす影響や、部活動本来の目的からの逸脱といった問題への追 

究が望まれる。また、検証事例を増やし、活動目的の整理や、それらと「活性化」の 

意味するところとの関係についてさらなる探求を行うとともに、結論として示されて 

いる活性化を促す 10点の要素について、その客観的な根拠をさらに明らかにしていく 

ことが望まれる。 

 本研究は、この分野における萌芽的な研究として位置づけることができ、その成果 

は今後の音楽教育分野に関わる研究への波及効果が期待される。また、部活動のみな 

らず、教育の範疇を超え、他の芸術活動全般について論証できる可能性を秘めている。

さらに、困難な状況下においても弛まぬ努力を続けた点も高く評価でき、研究者とし 

ての優れた資質が認められる。 

以上により、本研究は博士学位授与に十分値するものであると判断した。 
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